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2020 年 7 月 16 日 

セコム株式会社 

－ 第 9回「日本人の不安に関する意識調査」－ 
 

9 年連続で 7割以上が「最近不安を感じている」と回答 

最も不安を感じることは「新型コロナウイルスの感染拡大」 

「治安悪化・犯罪増加」の懸念は 7割超えるも、約 6割は防犯対策を実施せず 

 

セコム株式会社（本社：東京都渋谷区、社長：尾関一郎）は、20代以上男女（20-29歳、30-39歳、40-

49歳、50-59歳、60歳以上／男女各 50名の計 500名）を対象に、「日本人の不安に関する意識調査」を

実施。新型コロナウイルス感染症の拡大、高齢化や単身世帯の増加、ネット環境や情報機器の発達、地

震や豪雨などの自然災害の多発など、社会のあり方や世相が変化する中で、現代社会における不安を引

き起こす要素と、その対策、犯罪に対する意識についての実態を調査しました。 

 ※すべての調査結果は以下の URLからダウンロードしていただけます。ぜひ、ご活用ください。 

   URL：https://www.secom.co.jp/corporate/release/2020/pdf_DL/nr_20200716.pdf 
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●調査開始から 9年連続で 7割以上が「最近不安を感じている」と回答。 

女性 20～30代が最も多く、8割が不安を感じているという結果に。 

●最も不安に感じていることは、1位｢感染症の拡大(新型コロナウイルス)(28.3％)｣、 

2位｢老後の生活や年金(22.8％)｣、3位｢健康(17.1％)｣。 

●今後の治安悪化・犯罪増加については、7割以上が懸念すると回答。 

女性 60 代以上では約 9割が懸念していることが判明。 

●防犯対策をしていると回答した人は今回の調査で初めて 4割を超えたものの、いまだ 

約 6割は対策をしていない結果に。 

●防犯対策をしない理由は「具体的にどのような対策をすればよいかわからないから」が 

約 6割と、昨年に続いてトップに。 

調査結果の概要 

本報道に関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。 

セコム株式会社 コーポレート広報部 井踏、仁村 

 TEL：03-5775-8210 E-mail：press@secom.co.jp 

【調査概要】 

・調査期間： 2020年 6月 23 日～24日 

・対  象： 全国男女 500 名 

（20-29歳、30-39 歳、40-49 歳、50-59歳、60歳以上／男女各 50 名） 

・方  法： インターネットによるアンケート回答方式 



 

 

■「日本人の不安に関する意識調査」結果 

 

 
 

最近、何かに不安を感じていることはあるかという問い【図 1】に、「感じている（30.8％）」「どちら

かといえば感じている（42.8％）」と、計 73.6％が回答、9年連続で 7割以上が不安を感じている結果と

なりました。 

性年代別でみると、女性の 20代・30代が最も多く、ともに 80.0％が不安を感じていることがわかり

ました。 
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あまり感じていない 感じていない

不安を感
じている・
計

全体 (n=500) 73.6

男性 (n=250) 74.4

男性20代 (n= 50) 74.0

男性30代 (n= 50) 72.0

男性40代 (n= 50) 76.0

男性50代 (n= 50) 76.0

男性60代以上 (n= 50) 74.0

女性 (n=250) 72.8

女性20代 (n= 50) 80.0

女性30代 (n= 50) 80.0

女性40代 (n= 50) 76.0

女性50代 (n= 50) 64.0

女性60代以上 (n= 50) 64.0

東日本 (n=250) 75.2

西日本 (n=250) 72.0

※不安を感じている・計=「感じている」
＋「どちらかといえば感じている」
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調査開始から 9年連続で 7割以上が「最近不安を感じている」と回答。 

女性 20～30代が最も多く、8割が不安を感じているという結果に。 

特に若年層に顕著で、女性 20～30代の約９ 
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図１：最近何か不安を感じている（ＳＡ） 
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不安を感じている人に、最も不安に感じていること【図 2】を聞いたところ、1位「感染症の拡大（新

型コロナウイルス）（28.3％）」、2位「老後の生活や年金（22.8％）」、3位「健康（17.1％）」でした。 

世界的にも大流行し、社会・経済に大きな変化を及ぼした新型コロナウイルスへの不安が、8 年連続

1 位だった「老後の生活や年金」を抑えて 1 位になったことからも、その影響力の大きさが見て取れま

す。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2：不安を感じていること（ＳＡ／ＭＡ） 

最も不安に感じていることは、1位「感染症の拡大（新型コロナウイルス）

（28.3％）」、2位「老後の生活や年金（22.8％）」、3位「健康（17.1％）」。 



 

 

 

 

 

 

今後、治安悪化や犯罪増加の可能性があるかと思うかという問い【図 3】に、「そのように思う（16.6％）」

「どちらかといえばそのように思う（56.2％）」と、全体で 72.8％が懸念していることがわかりました。 

特に、女性 60代以上では、88.0％が「そのように思う」と回答し、最も今後の社会情勢について懸念

していることがわかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の治安悪化・犯罪増加については、7割以上が懸念すると回答。女性 60

代以上では約 9割が懸念していることが判明。 

 

図 3：今後の治安の悪化、犯罪増加の可能性（ＳＡ） 
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防犯対策の有無【図 4】を聞いたところ、防犯対策を行っている人は昨年から増加し、今回の調査で

初めて 4割を超えたものの、いまだ 59.2％の人が「防犯対策をしていない」と回答しました。 

一方、性年代別では、男性 20 代の防犯意識が最も高く、半数の 50％が対策を講じていることが判明

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年 (n=500)

2019年 (n=500)

2020年 (n=500) 40.8%

33.8%

29.2%

59.2%

66.2%

70.8%

図 4：防犯対策の有無（ＳＡ） 

 

 

防犯対策をしていると回答した人は今回の調査で初めて 4 割を超えたもの

の、いまだ約 6割は対策をしていない結果に。 
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防犯対策をしない理由【図 5】を聞いたところ、「具体的にどのような対策をすればよいかわからない

から（59.5％）」が昨年に続いて 1位となりました。具体的な対策方法を知ることで、さらに防犯意識が

高まる可能性が見て取れます。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防犯対策をしない理由は「具体的にどのような対策をすればよいかわからな

いから」が約 6割と、昨年に続いてトップに。 

図 5：防犯対策をしない理由（ＭＡ） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

最近 1年間で不安を感じた事件・事故【図 6】を聞いたところ、「新型コロナウイルス感染症の拡

大」が 63.2％と、他項目と大差をつけて 1位となりました。次いで 2位「台風や暴風・豪雨・ゲリラ

豪雨などによる土砂災害（36.8％）」、3位「地震・津波による被害（31.4％）」と、昨年に続き自然災

害や異常気象に不安を感じる人が多いことがわかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最近 1 年で不安を感じたことは「新型コロナウイルス感染症の拡大

（63.2％）」が 1 位。次いで「台風や暴風・豪雨・ゲリラ豪雨などによる土

砂災害（36.8％）」「地震・津波による被害（31.4％）」など、自然災害に由

来する回答が顕著。 

図 6：最近 1年で不安を感じた事件・事故（ＭＡ） 

新型コロナウイルス感染症の拡大

台風や暴風・豪雨・ゲリラ豪雨などによる土砂災害

地震・津波による被害

猛暑による熱中症や日射病

交通トラブル（逆走、あおり運転など）による被害

SNSをきっかけとした犯罪

北朝鮮によるミサイル発射

情報流出やサイバーテロによる被害

空き巣などの住宅侵入

子どもの誘拐など連れ去り被害

海外における無差別テロ事件

食品異物混入や食品の安全基準

「オレオレ詐欺」などの特殊詐欺被害

痴漢・強制性交などの性犯罪被害
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①「セコム・ホームセキュリティ NEO」 

 防犯、火災、非常通報、救急通報、ガス漏れなどをオンラインで 24

時間監視するご家庭向けのセキュリティです。 

操作やセキュリティの状態を表示するコントローラーは、お客様ご

自身で置き場所を選ぶことができる卓上据え置き型。スマートフォン

を使って、離れた場所からでもご自宅のセキュリティ状況の確認、警

戒や解除などの操作が可能です。オプションサービスのウェアラブル

端末「セコム・マイドクターウォッチ」を装着して、日々の健康管理

や万一の際の救急通報を行うこともできます。 

◆料金（レンタルの場合） 

 月額料金：6,800 円（税別） 工事料：58,000 円（税別） 

 保証金 ：20,000 円（非課税） 
 ＞サービス詳細 https://www.secom.co.jp/homesecurity/neo.html 

 

 

② システムセキュリティ「AZ」 

 防犯・防災などのリスク管理から従業員の入退館・就業管理などの

事業効率化まで、事業運営に有益な機能をオールインワンで提供する

法人向けのセキュリティです。 

 安全性の高い IC カードや生体認証によるセキュリティ操作、多彩

な機能と見やすく使いやすい操作表示器により、高品質なサービスを

提供。画像センサーにより侵入者を検知した場合は、セコムに異常 

信号と画像が自動で送信され、緊急対処員がご契約先へ急行します。

スマートフォンを使って、セキュリティの状態確認や操作、カメラの

映像をチェックすることもできます。 

＞サービス詳細 https://www.secom.co.jp/business/security/az.html 

 

 

 

 

③ 「サーマルカメラ（タブレットタイプ）」 

「新型コロナウイルス」の感染拡大を防止するために、オフィスや商

業施設などの入口・受付に設置、AI 技術で来訪者の顔を認識して表面

温度の計測、マスクの着用を判定できるカメラです。 

計測結果が設定温度を上回った場合やマスクの未着用を判定する

と画面表示と音声でお知らせして、発熱者やマスク未着用者の入場を

抑制します。 

計測は約 1 秒以内の高速判定で温度の誤差は±0.5℃と高精度。卓上

スタンド付きで、電源は付属の AC アダプターを使用するので設置や

移設も簡単。感染症の拡大防止に活用することができます。 
 

◆料金 250,000 円（税別）～ ※卓上スタンド、設置料含む。 

〈もしもに備える、セコムのおすすめサービス〉 

「セコム・ホームセキュリティＮＥＯ」 

「セコム・マイドクターウォッチ」 

侵入者を検知する画像センサー 

スマートフォンでカメラの画像を確認できる 

「サーマルカメラ（タブレットタイプ）」 

https://www.secom.co.jp/homesecurity/neo.html
https://www.secom.co.jp/business/security/az.html

